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(1)在日米軍月i留関連経貴の予算鋼の推移
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特別協定に係る在日米軍駐留経費負担の最近5カ年の支払日等

(1)4月稼働分が5月支払いとなる。
(2)労務費は、地区等により支給日が異なる。
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光熱水料等

(概算交付日)

訓練移転費

(ll■算交付日)

労務費

(給与支給日)

平成15年 度 4月 18日 4月 18日 5月 9、12日

平成16年 度 4月 8日 4月 8日 5月 10、 11、 12日

平成17年 度 4月 7日 4月 7日 5月 10、 11、 12日

平成18年 度 4月 28日 5月 2日 5月 10、 11、 12日

平成19年 度 4月 10日 4月 10日 5月 10、11日

注 : こつ いて

出典 方.i省作成資料



在日米軍駐留経費負担特別協定 (第2条 、3条 )に 係る予算額の算定について

光熱水料等(特男1協定第2条) 20年度予算は、19年度予算同額で固定

単価
・公共料金:直近の米軍支払実績
・燃料等:物価変動を考慮して米軍支払実績平均

単価
・人件費及び輸送費等:直近の市場単価及び見積
単価

・材料費:物価変動を考慮して訓練実績単価

数量
・3ヶ年平均年間調達量
(現行協定の上限調達量を
限度)

数量
・米軍の経費見積りを考慮

するとともに、過去の訓練
実績を精査し、所要を決定

※経費見積りについては、米側から
公表の合意が得られていない
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光熱水料等及び訓練移転費に係る事務処理手続き

【防衛省】 【在日米軍司令部】

支払関係書類
の確認

負担額確定

1:概算交付(各四半期の当初)

2:支 払

3:支 払関係書類の送付

6:負 担額確定通知

7:返納(確定された負担額が概算交付額を下回つた場合は、

その差額を返納)
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給 与 支 払 事 務 手 続 の 流 れ

在日米軍 諸機関
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特別協定給与等(日本側負担)に関する流れ

特量1調達資金(米側負担)に関する流れ
(特別協定0上 限従業員数20055人に係る予算を超える部分
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地方防衛局 ・地方防衛事務所

駐留軍等労働者

出典:防衛省作成資料



平成 20年 度駐留軍等労働者特別協定給与の内訳

(単位 :百万円)

注 1:「 oJは 単位未満を示す。

2:計 数は四捨五入によっているため符号しない。

区 分

日 雇 従 業 員 の 日 給

特 殊 作 業 手 当

職

一手

退

一
一勢一勤

ｉ人

一通

夜 間 勤 務 手 当

単 身 赴 任 手 当

危 険 貨 物 手 当

関  部  手

国  船   手

小 型 船 手 当

船 長 ・ 機 関 長 手 当

66,393

2,906

14,290

6,048

1,764

2,063

4,107

1,113

115,760

〇
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結
付
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
装
備
品
な
ど
の
前
払
金
額

●出荷予定時期が経過してLl「Jいもの

約2,179億 円

●出荷予定時期が経過したもの

調達品の納入が遅延しているもの

約345億 円

調達品の納入がされたのに精算が
遅延してLlるもの

約716億 円

合計 約3,239億 円*
摯端数処理のため1[、合計金額は一致しない。

このうち、精算されずに
2年以上経過した

装備品等の前払金額は、

約183億円
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事業内容 財 源 金 額

日本側の分担

司令部庁合
教場

隊舎
学校等生活関連施設

財政支出
(真水)

8. 0億 ドル
(上限)

家族住宅 出資 ¬5. 0億 ドリレ

25  51ま ドル融資等 6. 31葦 ドル

効率化 4. 2億 ドル

基地内インフラ
(電力、上下水道、廃棄物all理)

融資等 7. 4億 ドル

計 60 9億 ドル

米国側の分担

ヘ リ発着場

通信施設

訓練支援施設

整備補給施設

燃料 ・弾薬保管施設

などの基地施設

財政支出
(真水)

31. 81霊 ドル

道路 (高規格道路)
融資

又は真水
10.0億 ドル

計 41. 8億 ドル

総  額 102.7億 ドル

グアム移転経費の内訳

※ 1 金額やスキームについては、今後変更があり得る。

※ 2 日本側の金額は総額に占める割合でコミッ トしたのではなく、施設やインフラの所要に基づき経費を分担するもの。

経費については、今後、さらに事務的に精査される。このため、財政支出 (真水)は 上限としている。

※ 3 家族住宅は、 「効率化」の4 2億 ドルにより、実質的には25 5億 ドルか ら21 3億 ドルに減額。

※4 出資や融資等は、米国が支払 う家賃や使用料により将来回収される。

出典:防衛省作成資料
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NEW SINGLE FAMILY SUBDIVIS10NS

PRO」 [C丁 TOTAL NUMBER OF UNITS REPORTED ASKINC PRICES $/UNIT

PARADISE ESttAttES 373 $179,000―$199,000
IRONW00D ESttAttES 108 RENttAL ONLY

IRONW00D MANOR 100 RENttAL ONLY

VILLA PATICIA ESttATES 100 $250,000

丁ALO VERDE ESttAttES 84 $600,000-$900,000(PRELIMINARY)

STARTS GUAM GOLF RESORTS 30+ $400,000-$650,000
VILLA CARMEN 34 $370,000-$465,000

出,拠  GUMA REAL ESTATE INVESTOR S GUlDE(CAPTAIN REAL「 FY ADVISORS)
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